
鶴
岡
市
で
は
今
年
の
冬

も
「
福
祉
灯
油
」
を
実
施

し
ま
す
。

吉
村
県
知
事
が
実
施
を

表
明
し
予
算
化
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
も
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。

住
民
税
非
課
税
の
高

齢
者
・
障
害
者
・
ひ
と
り

親
世
帯
に
５
千
円
助
成

助
成
額
は
１
世
帯
５
千

円
で
す
。

対
象
世
帯
は
平
成

年
28

１
月
１
日
か
ら
３
月

日
19

ま
で
鶴
岡
市
内
に
居
住
す

る
平
成

年
度
の
市
民
税

27

非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯
で
す
。

●
満

歳
以
上
の
者
の
み

65

で
構
成
さ
れ
る
世
帯

●
重
度
要
介
護
高
齢
者

（
要
介
護
５
と
４
の
人
）

が
世
帯
構
成
員
の
世
帯

●
重
度
障
害
者
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
か
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

人
）
が
構
成
員
の
世
帯

●
ひ
と
り
親
世
帯
（
満
18

歳
未
満
の
子
を
養
育
し
て

い
る
）。

世
帯
全
員
が
福
祉
施
設

に
入
所
、
又
は
医
療
機
関

に
入
院
し
て
い
る
場
合
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
は
２
月
１
日
か
ら

３
月

日
ま
で

18
市
が
把
握
し
て
い
る
対

象
世
帯
に
２
月
に
申
請
書

が
送
付
さ
れ
、
２
月
１
日

か
ら
３
月

日
ま
で
が
申

18

請
期
間
と
な
り
ま
す
。

助
成
金
は
金
融
機
関
の

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。
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吉
村
知
事
、「
賃
上
げ
」
に
共
感

れ
る
」
等
、
共
感
を
示
し
ま
し
た
。

▽
８
日
（
金
）
、
県
建
設
業
協
会
鶴
岡

支
部
の
新
年
祝
賀
会
に
出
席
。
各
社
経

営
者
の
方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。
支
部

長
挨
拶
で
、
公
共
事
業
の
縮
小
と
人
材

不
足
で
業
者
が
苦
境
に
あ
え
い
で
い
る

こ
と
等
が
率
直
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▽

日
（
日
）
、
鶴
岡
市
成
人
式
に
出

10
席
。
作
業
療
法
士
を
目
指
し
て
大
学
で

学
ん
で
い
る
女
性
が
市
民
憲
章
を
読
み

上
げ
、
市
内
の
企
業
で
働
い
て
い
る
男

性
が
新
成
人
の
決
意
を
表
明
。
普
通
の

若
者
が
地
道
に
努
力
す
る
姿
が
伝
わ
る

内
容
を
好
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽
７
日
（
木
）
県
労
連
が
「
良
質
な
雇

用
の
拡
大
」
等
の
問
題
で
お
こ
な
っ
た

吉
村
知
事
へ
の
要
請
行
動
に
同
席
。
知

事
は
最
低

賃
金
の
額

の
低
さ
に

つ
い
て
の

参
加
者
の

主
張
に
耳

を
傾
け
、

「
県
内
経

済
振
興
の

上
で
も
賃

金
ア
ッ
プ

が
求
め
ら

夏
の
参
院
選

山
形
選
挙
区
予

定
候
補
の
石
山

ひ

ろ

ゆ

き

氏

（

歳
）
が
、

34
８
日
、
９
日
と

鶴
岡
地
区
に
入

り
、
日
本
共
産

党
市
議
団
や
関

県

議

と

一

緒

に
、
街
頭
宣
伝

や
訪
問
対
話
行
動
な
ど
に

精
力
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。街

頭
演
説
で
石
山
氏
は

「
国
民
一
人
ひ
と
り
の
尊

厳
を
踏
み
に
じ
る
憲
法
違

廃
止
さ
せ
る
た
め
の
新
し

い
政
府
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
い
ま
野
党
共
闘
を
後

押
し
す
る
市
民
の
声
の
広

が
り
が
大
事
。
参
議
院
選

挙
で
審
判
を
下
す
た
め

に
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て

全
力
で
頑
張
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。

寒
風
の
中
、
若
さ
あ
ふ

れ
る
熱
弁
に
、
行
き
交
う

車
か
ら
手
を
振
る
人
や
、

窓
を
開
け
て
「
頑
張
れ
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人

な
ど
か
ら
温
か
い
激
励
を

受
け
ま
し
た
。

次
回
は

日
、

日
に

17

18

来
鶴
し
、
街
頭
宣
伝
や
訪

問
行
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

反
の
政
治
、
立
憲

主
義
を
踏
み
に
じ

る
安
倍
政
権
の
独

裁
政
治
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
い

ま
若
者
や
マ
マ
た

ち
の
声
が
広
が

り
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
声
で
政
治

が
動
く
『
市
民
革

命
』
が
始
ま
っ
て

い
る
。
戦
争
法
を

寒風の中熱弁をふるう石山ひろゆき
予定候補（８日、鶴岡市内）



日
、
鶴
岡
市
成
人
式

10
と
消
防
出
初
め
式
に
来
賓

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

成
人
式

騒
ぐ
人
無
く
静
か
に
行

わ
れ
る

成
人
式
は
グ
ラ
ン
ド
・

エ
ル
サ
ン
で
行
わ
れ
約
８

０
０
人
の
新
成
人
が
出

席
。最

近
は
騒
ぐ
人
も
無
く

静
か
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。小

学
生

の
新
成
人

へ
の
メ
ッ

セ

ー

ジ

は
、
将
来

の
自
分
の

夢
を
語
っ

た
場
面
で

は
「
オ
ー
」

と
言
う
リ

ア
ク
シ
ョ

ン
も
起
こ

っ
た
。

混
声
合
唱
団
土
曜
会
の

「
若
者
た
ち
」
「
大
地
讃

頌
」
も
見
事
な
演
奏
。

新
成
人
を
代
表
し
て
の

本
間
さ
ん
の
「
誓
い
の
言

葉
」
も
リ
キ
ミ
が
な
く
良

か
っ
た
。

最
近
は
パ
タ
ー
ン
が
同

じ
に
な
っ
て
い
る
の
で
実

行
委
員
会
方
式
も
一
つ
の

や
り
方
か
。

冒
頭
の
国
家
斉
唱
（
「
君

が
代
」
斉
唱
）
は
、
主
権

在
民
に
反
す
る
と
の
思
い

が
あ
る
の
で
歌
わ
な
か
っ

た
。

消
防
出
初
め
式

は
し
ご
乗
り
・
纏
振
り

が
一
体
化
で
雨
情
効
果

消

防

出

初
め
式
は
、

消
防
団
員
、

消
防
本
部
職
員
５
０
０
名

が
参
加
。

雨
の
寒
い
中
で
の
式
典

だ
っ
た
が
整
然
と
引
き
締

ま
っ
た
感
じ
で
し
た
。

今
回
は
、
は
し
ご
乗
り

と
纏
振
り
を
一
体
化
し
て

行
っ
た
の
で
雨
情
効
果
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
ヤ
ー
ヤ
ー
」
の
か
け

声
が
少
な
か
っ
た
の
が
残

念
。中

々
タ
イ
ミ
ン
グ
を
取

る
の
が
難
し
い
の
で
音
響

も
使
っ
て
か
け
声
を
や
れ

ば
盛
り
上
が
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
（
加
藤
太
一
）

建築課入札結果（ ）内は予定価格

1月7日入札分

・上本町消防ポンプ庫解体工事（大山３丁目6－14）

(株)岡部建設 1,900,000円（2,020,000円）工期～3/15（落札率94.1％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格

1月7日入札分

・市道竹の浦神子沢油戸線神子沢隧道照明施設更新及び安全施設整備工事

（西目地内ほか）

(有)斎藤電気工事店 14,500,000円（15,033,000円）

工期～3/28（落札率96.5％）

1月6日入札分

・市道竹の浦神子沢油戸線 神子沢隧道補修工事(繰越明許)（油戸地内）

(株)山本組 9,200,000円（9,246,000円）工期～3/25（落札率99.5％）

はしご乗りと纏振り

雨の寒い中、市役所前を整然と行進

消
費
税
廃
止
田
川
地
区

各
界
連
絡
会
（
田
川
各
界

連
）
で
は
、
２
月
３
日
、

消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会

事
務
局
長
の
勝
部
志
郎
氏

を
招
い
て
学
習
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

自
民
、
公
明
が
決
定
し

た
「
軽
減
税
率
」
は
、
一

部
の
品
目
だ
け
税
率
を
８

％
に
据
え
置
く
だ
け
で
、

「
軽
減
」
で
は
な
く
、
消

費
税
を

％
に
す
る
た
め

10

の
ま
や
か
し
で
す
。

据
え
置
き
分
の
１
兆
円

を
差
し
引
い
て
も
、
消
費

税
２
％
引
き
上
げ
に
よ
る

増
税
分
は
４
兆
４
０
０
０

億
円
に
も
上
り
、
国
民
に

重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

暮
ら
し
も
地
域
経
済
も

痛
み
付
け
ら
れ
る
消
費
税

増
税
は
中
止
し
、
大
企
業

減
税
を
や
め
さ
せ
、
３
０

０
兆
円
も
の
内
部
留
保
を

テ
ー
マ

「
軽
減
税
率
」

の
ご
ま
か
し
！
消
費
税
増

税
阻
止
の
運
動

資
料
代

２
０
０
円

連
絡
先

鶴
岡
民
主
商
工

会
内
（

・
８
０
９
６
）

22

た
め
こ
む
大
企
業
と
大

資
産
家
に
応
分
の
負
担

を
求
め
る
べ
き
で
す
。

期
日

２
月
３
日(

水)

午
後
６
時

分
か
ら

30

会
場

鶴
岡
市
勤
労
者

会
館
２
階
大
会
議
室

講
師

勝
部
志
郎
氏

（
消
費
税
廃
止
各
界
連

絡
会
事
務
局
長
）

成人式の様子。騒ぐ人無く整然とした雰囲気

の中で行われる


